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新横手市病院事業改革プラン

平成 29 年 3 月 31 日

平成 29 年度 ～ 平成 32 年度

一般 療養 精神 結核 感染症 計

225 4 229

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計※

178 47 225

科目名

①

②

③

④
26年度（実績） 27年度（実績） 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

救急患者数〈人） 10,223 10,069 10,000 10,100 10,100 10,200 10,200

手術件数（件） 1,101 1,142 1,100 1,100 1,150 1,150 1,200

紹介率（％） 17.5 19.5 20.0 21.0 22.0 23.0 24.0

逆紹介率（％） 8.2 8.5 9.5 11.0 12.0 13.0 15.0

在宅復帰率（％） 92.8 97.9 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0

分娩件数（件） 161 143 150 160 160 160 160

クリニカルパス件数（件） 1,733 1,849 1,800 1,850 1,900 1,950 2,000

2)その他 26年度（実績） 27年度（実績） 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

⑤

施設コード

団体コード

市立横手病院 現在の経営形態 公営企業法全部適用

診療科目

※一般・療養病床の合計数
と一致すること

内科、心療内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病内分泌内科、頭痛・脳神経内科、神
経内科、血液腎臓内科、外科、整形外科、小児科、産婦人科、眼科、泌尿器科、リハビリテーション
科、放射線科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計１７科目）

横手市

所 在 地
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１

）
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域
医
療
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を
踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化

　病院のホームページや病院広報紙（市内全戸配布）への情報掲載

　平成３７（２０２５）年には団塊の世代が全て後期高齢者となり、医療・介護の必要性が増加することを踏まえ、地域
完結の地域包括ケアシステムへの構築に向けて介護・福祉施設等や市の保健部門との連携をさらに推進していきま
す。　さらに急性期病院として医療の質の確保と充実を図るため、医師の確保と診療科の充実、急性期病院にふさわ
しい看護体制の維持を図ります。
　具体的な取り組みとして、①糖尿病専門医、呼吸器内科医の確保、②がん診療の積極的推進やがん患者支援相談
員の育成と支援体制の構築、③糖尿病センターの設立、④消化器病センターの更なる充実、⑤小児科、産婦人科診
療の充実と継続、⑥7対1看護基準の維持のため看護師の確保⑥在宅療養後方支援病院としての実践等を行いま
す。

　 市立横手病院は県南で唯一の消化器センターを持ち、当地域だけではなく他地域からの患者を受け入れていま
す。今後更に質の高い急性期医療の提供が求められることから、消化器内科・外科ともに充実を図ることが必要とな
ります。また、がんや脳血管疾患、急性心筋梗塞の治療に関しては、横手医療圏内での対応が概ねできていることか
ら、当該診療に関わる医療機関との連携体制の強化を図ります。
  このように今後も地域の人々に信頼される病院として、患者さん中心に安心・安全で良質な急性期医療の提供を担
うことが地域に開かれた病院としての役割と考えています。

1)医療機能・医療品質に係るもの

住民の理解のための取組

地域医療構想を踏まえた当
該病院の果たすべき役割
（対象期間末における具体
的な将来像）

一般・療養病
床の病床機

能

一般・療養病
床の病床機

能

病床種別

病 床 数

一般会計負担の考え方
（繰出基準の概要）
一般会計負担の考え方
（繰出基準の概要）

地域包括ケアシステムの構
築に向けて果たすべき役割

平成37年（2025年）における
当該病院の具体的な将来像

　自治体病院の使命は、行政機関、医療機関、介護施設と連携し、地域に必要な医療を公平、公正に提供し、住民の
生命と健康を守り、地域の健全な発展に貢献することとされています。さらに政策では、採算面から算入しにくいと思
われる政策医療を行わなければならず、その性質上、病院の経営に伴う収入のみをもって充てることが客観的に困
難であると認められる経費については、一般会計において負担するものとされています。
　しかしながら、市の財政事情は大変厳しく、繰出基準として認められている事項について基準額どおりの負担をする
ことは困難な状況にあり、一般会計の負担については、合併時の取り決め事項として、これまで地方交付税算入額分
を基本とした繰入を行ってきました。
　地方公営企業として、独立採算を原則とした健全な経営を図る観点から、新入院患者の確保や診療報酬体系に対
応した医療を提供し収益の向上に努めつつ、不採算医療や政策医療、高度医療の提供に伴う収支不足の補填、建
設改良等に伴う企業債元利償還金の一部負担等を主体として、引き続き一般会計における経費の負担のあり方を検
討していきます。

新公立病院改革プランの概要

病
院
の
現
状

対　　象　　期　　間

策 定 （ 予 定 ） 日

プ　ラ　ン　の　名　称

病 院 名

秋田県横手市根岸町５－３１秋田県横手市根岸町５－３１

医療機能等指標に係る数値目標

団　　　　体　　　　名

　高度急性期から急性期、回復期、慢性期、そして在宅へと切れ目のない医療提供するために地域における病診連
携・病病連携の強化が必要となりますが、横手医療圏においては在宅医療等に関する施設の状況は、回復期、慢性
期の病床が不足していることから、他の地域との連携が求められています。
　当院では平成26年8月から在宅療養後方支援病院として、また、平成26年10月から地域包括ケア病棟を開設し、在
宅医療への関与を進めて来ており、多職種の医療従事者が在宅・施設での療養に繋がる連携を行っております。　今
後、更にこれを継続し、医療・介護・福祉の連携体制の強化を図っていきます。

（平成２９年３月３１日時点）
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①

1)収支改善に係るもの 26年度（実績） 27年度（実績） 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

経常収支比率（％） 97.1 100.0 99.9 100.1 102.9 103.9 103.9

医業収支比率（％） 92.8 96.1 96.2 96.2 99.1 100.1 100.1
他会計繰入金
対医業収益比率（％）

6.1 6.0 6.2 6.2 6.0 5.9 5.9

累積欠損金比率（％） 17.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26年度（実績） 27年度（実績） 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

職員給与費 対医業収益比率（％） 53.3 50.6 52.7 56.3 54.8 54.4 56.3

材料費 対医業収益比率（％） 25.7 27.4 25.0 24.9 24.2 23.7 23.9

　うち薬品費比率（％） 13.2 15.1 13.1 13.1 13.1 13.1 13.1

減価償却費 対医業収益（％） 8.2 7.2 6.6 6.3 5.8 5.7 5.7

委託料 対医業収益（％） 5.3 4.8 5.1 5.3 5.4 5.2 5.1

後発医薬品の使用割合（％） 15.8 17.6 18.0 18.5 18.5 19.0 19.5

26年度（実績） 27年度（実績） 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

病床利用率（％） 76.0 76.7 74.8 75.0 78.0 79.0 79.0

入院診療単価（円） 46,214 47,535 48,832 47,800 48,000 48,100 47,800

外来診療単価（円） 9,906 10,911 11,240 10,620 10,650 10,700 10,700

26年度（実績） 27年度（実績） 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

医師数（人） 24 24 27 30 30 31 32

企業債残高（百万円） 3,436 3,169 2,842 2,686 2,382 2,382 2,382

②

民間的経営
手法の導入

事業規模・事
業形態の見
直し

経費削減・抑
制対策

収入増加・確
保対策

その他

④

　各種の経営指標を活用し、全国の公立病院との比較や、自病院の経営分析を行い経営課題を明確にします。
　計画期間内は、退職手当支給事務に係る負担金制度の見直しによる負担金納付額の大幅な減少等から黒字収支
となる見込みですが、今後の診療報酬改定の内容や、外来・入院患者の動向によっては収支の悪化も懸念されるた
め、継続的に収益の確保・向上、経費削減・抑制に向けた取り組みを進めます。

上記数値目標設定の考え方

経営指標に係る数値目標（
２

）
経
営
の
効
率
化

新改革プラン対象期間中の
各年度の収支計画等

別紙１記載

4)経営の安定性に係るもの

2)経費削減に係るもの

・採用医薬品の見直し及び変更可能医薬品の情報収集を随時実施します。
・委託業務の見直し、施設・設備の中長期の営繕計画を策定し、経常的な経費の節減に努めます。
・（市立大森病院との）物品共同購入によるコスト削減に努めます。
・業務の効率化の推進と時間外勤務の管理を行う。

経常収支比率に係る目標設
定の考え方（対象期間中に経
常黒字化が難しい場合の理由
及び黒字化を目指す時期、そ
の他目標設定の特例を採用し
た理由）

　計画期間内は黒字経営となる見込み。
　年度毎のローリングにより、収支見込額を精査し、健全経営を目指します。

目標達成に向けた具体的な
取組（どのような取組をどの
時期に行うかについて、特
に留意すべき事項も踏まえ
記入）

・各種の広報媒体（ホームページ、広報紙、デジタルサイネージ、ＦＭラジオ等）を活用した病院情報の
充実
・出前健康講座の実施による市民への積極的な情報提供

・急性期病院としての質の確保と充実の上で、常勤医師の確保対策を継続的に実施します。
・糖尿病サポート・退院支援・認知症ケア・排泄ケア・栄養サポートなどのチーム医療の充実による収
益の確保に努めます。
・診療報酬改定への適切な対応や経営分析による施設基準の見直しや、未収金の徴収対策の強化を
図り、収益の確保に努めます。

　地域医療構想において横手医療圏の平成３７（２０２５）年に必要と推計される病床数は、高度急性期
９７床、急性期３６０床、回復期１９２床、慢性期２１６床、合計８６５床とされており、平成２６年度の病床
機能報告と比較すると、高度急性期、回復期及び慢性期が不足し、急性期が過剰となることが見込ま
れます。しかし、現時点で機能の定量的な基準がないため医療機関の自主的な判断に委ねられること
から、人口構造及び疾病構造が変化していく中、体制を整えて行かなければなりません。当面（計画期
間中）は現状を維持し、他の医療圏との関係性を保ちながら、将来の医療需要に見極めた対応をして
いきます。

　民間的経営手法の導入を図る観点から、経営形態の見直しに係る選択肢として、独立行政法人化や
指定管理者制度への移行があるが、現在横手病院・大森病院の経営形態は地方公営企業法の全部
適用を実施しており、病院事業管理者が公営企業としての経営責任の明確化を図り、行政から基本的
に独立した企画感覚による経営を行っている。現在移行の考えはないが、あくまでも経営企業として健
全な病院経営のために最善を尽くし、今後は2025年を見据えて経営形態の見直しの是非について検
討するものとする。

3)収入確保に係るもの

③
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＜時　期＞

＜時　期＞

当該病院に係る再編・ネットワー
ク化計画の概要

点検・評価・公表等の体制
(委員会等を設置する場合その
概要）

公表の方法 　収支状況、経営効率化に係る目標及び実績、一般会計繰入金の計画及び実績、医療機能に係る数値目標及び実
績（病院ホームページに掲載）

　院内の管理者会議において適宜関係委員会から進捗状況の報告を受け、見通しや改善に向けた指示を行う他、運
営委員会を開催し、総括的な点検・内部評価を行う。

経営形態見直し計画の概要 ＜内　容＞

（５）（都道府県以外記載）新改革プ
ラン策定に関する都道府県からの
助言や再編・ネットワーク化計画策
定への都道府県の参画の状況

点検・評価の時期(毎年○月頃
等）

　地方公営企業法全部適用（昭和３６年２月より）の公営企業として事業管理者を設置し、経営責任の
明確化を図り、機動性、迅速性の発揮した経営を行っている。改革プランに掲げた経営の効率化に資
する取り組みを継続することとしている。

その他特記事項

　横手医療圏内においては、公立病院として横手病院・大森病院の2病院、民間病院として平鹿総合
病院が存在し、それぞれの病院の役割は果たしており、引き続き機能を維持することが期待されてい
る。
回復期や慢性期機能については他の地域と連携を図り、消化器センターを主体とした急性期医療の
提供を更に目指していくと共に、公立病院として期待される機能を調査、把握し、今後必要とされる診
療科目等の再編について検討を行う。

（注）
１詳細は別紙添付可
２具体的な計画が未定の場合
は、①検討・協議の方向性、②
検討・協議体制、③検討・協議
のスケジュール、結論を取りまと
める時期を明記すること。

＜内　容＞

（
４

）
経
営
形
態
の
見
直
し

経営形態の現況
（該当箇所に✔を記入）

　毎年9月頃、　1月頃

（注）
１詳細は別紙添付可
２具体的な計画が未定の場合
は、①検討・協議の方向性、②
検討・協議体制、③検討・協議
のスケジュール、結論を取りまと
める時期を明記すること。

当該公立病院の状況

二次医療又は構想区域内の病
院等配置の現況

　公立病院として、市立横手病院（一般病床２２５床、感染症病床４床）・市立大森病院（一般病床１００床、療養病床５
０床）の２病院、民間病院として秋田県厚生連平鹿総合病院（一般病床５８０床、結核病床６床）、横手興生病院（精神
科病院３３５床）が存在しています。

（
３

）
再
編
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化

※
点
検
・
評
価
・
公
表
等

議会等への報告 　決算特別員会に報告し、客観的に評価を受ける。３月議会　厚生常任委員会において説明する。

　地域における病床機能の分化及び連携を推進するための基準として定める地域医療構想を検討するための組織と
して「横手地域医療構想策定調整会議」が設置されました。

経営形態の見直し（検討）の方向性
（該当箇所に✔を記入、検討中の
場合は複数可）

施設の新設・建替等を行う予定がある 

病床利用率が特に低水準（過去３年間連続して70％未満） 

地域医療構想等を踏まえ医療機能の見直しを検討する必要がある 

公営企業法財務適用 公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度 

一部事務組合・広域連合 

公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度 民間譲渡 

診療所化 老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行 



(別紙１） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 4,799 4,822 5,145 5,223 4,990 5,138 5,192 5,192

(1) 4,441 4,508 4,798 4,852 4,635 4,783 4,837 4,837

(2) 358 314 347 371 355 355 355 355

104 55 82 103 89 89 89 89

２. 217 282 263 248 248 248 248 248

(1) 184 240 233 224 209 209 209 209

(2) 16 14 8 8 6 6 6 6

(3) 1 1 1 1 1 1 1

(4) 17 28 22 16 33 33 33 33

(A) 5,016 5,104 5,408 5,471 5,238 5,386 5,440 5,440

１. ｂ 5,033 5,193 5,352 5,427 5,187 5,180 5,185 5,193

(1) ｃ 2,445 2,570 2,605 2,755 2,810 2,818 2,826 2,835

(2) 1,179 1,239 1,411 1,306 1,243 1,243 1,243 1,243

(3) 966 967 943 996 791 791 791 791

(4) 413 395 369 345 315 300 297 296

(5) 30 22 24 25 28 28 28 28

２. 61 64 54 49 47 47 47 47

(1) 61 57 53 48 44 44 44 44

(2) 0 7 1 1 3 3 3 3

(B) 5,094 5,257 5,406 5,476 5,234 5,227 5,232 5,240

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) ▲ 78 ▲ 153 2 ▲ 5 4 159 208 200

１. (D)

２. (E) 774 1 1 1 1 1 1

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 0 ▲ 774 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1

▲ 78 ▲ 927 1 ▲ 6 3 158 207 199

(G) ▲ 83 844 ▲ 1 5 2 ▲ 156 ▲ 363 ▲ 562

(ｱ) 2,526 2,457 2,540 2,567 2,707 2,847 2,951 3,060

(ｲ) 218 743 687 645 586 586 586 586

　

(ｳ)

(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
c
a

(H)
ａ

病 床 利 用 率

資 金 不 足 比 率 ×100

職員給与費対医業収益比率 ×100

地方財政法施行令第15条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

経 常 収 支 比 率 ×100

不 良 債 務 比 率 ×100

医 業 収 支 比 率 ×100

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(ｴ)

差引
不 良 債 務

(ｵ)
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

又 は 未 発 行 の 額

純 損 益 (C)＋(F)

累 積 欠 損 金

不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

流 動 負 債

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

そ の 他

経 常 収 益

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

31年度25年度(実績) 28年度(見込) 29年度27年度(実績)26年度(実績)

長 期 前 受 金 戻 入

32年度

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

30年度

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

横手市（市立横手病院）

▲ 2,308 ▲ 1,922 ▲ 2,121 ▲ 2,261 ▲ 2,365 ▲ 2,474

▲ 45.6

104.0 103.8

100.1 100.0

▲ 47.7

95.4 96.2 96.2

▲ 42.5 ▲ 44.0

98.5 99.9 100.1 103.0

99.2

▲ 2,308 ▲ 1,922 ▲ 2,121 ▲ 2,261

▲ 48.1 ▲ 36.8

50.9 52.7 54.4 54.6

▲ 2,365 ▲ 2,474

▲ 42.5 ▲ 44.0

56.3 54.8

▲ 45.5 ▲ 47.6▲ 48.0 ▲ 36.7

▲ 1,856▲ 1,714

3

97.1 100.0

▲ 35.5 ▲ 36.1

92.9 96.1

53.3 50.6

▲ 1,714 ▲ 1,856

▲ 35.5 ▲ 36.0



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 125 118 66 148 296 150 150 150

２. 100 101 104 99 99 99 99 99

３.

４.

５.

６. 3 3

７.

(a) 228 222 170 247 395 249 249 249

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 228 222 170 247 395 249 249 249

１. 157 164 98 215 322 180 180 180

２. 382 385 394 307 304 290 318 304

３.

４. 2 4 5

(B) 539 549 492 522 626 472 502 489

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 311 327 322 275 231 223 253 240

１. 311 327 322 275 231 223 253 240

２.

３.

４.

(D) 311 327 322 275 231 223 253 240

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0 0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 ▲ 3 0 0 0 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0)

288 295 315 327 298 298 298 298

(    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0)

100 101 104 99 99 99 99 99

(    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0)

388 396 419 426 397 397 397 397

（注）
1
2

資 本 的 収 支

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。

(単位：百万円）

31年度 32年度25年度(実績) 28年度（見込） 29年度 30年度

計

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(F)

又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務副大臣通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入れられる繰入金以外の繰入金をいう
ものであること。

合　　　計

収 益 的 収 支

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

企 業 債

他 会 計 出 資 金

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

そ の 他

25年度(実績) 28年度(見込) 30年度

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額
う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

29年度

そ の 他

収 入 計

横手市（市立横手病院）

32年度31年度

26年度(実績) 27年度(実績)

26年度(実績) 27年度(実績)

3


